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第
十
条
第
二
項
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

上
げ
、
第
七
号
を
削
り
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
業
務
核
都
市
基
本
構
想
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
整
備
の
方
針
に
関
す
る
事
項

二

環
境
の
保
全
、
地
価
の
安
定
そ
の
他
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
整
備
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
公

表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
一
号
中
「
第
七
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
七
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
一
条

大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及
び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
元

年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
同
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
同
項
各
号
」に
改
め
、

同
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
八
項
」
に
、「
前
項
本
文
」
を
「
前
項
」

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同

条
第
七
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

（
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
二
条

地
方
拠
点
都
市
地
域
の
整
備
及
び
産
業
業
務
施
設
の
再
配
置
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法

律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、

第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
公
表
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六

項
第
一
号
中
「
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
第
二
項
各
号
」
に
、「
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
四
項

及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二

項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
指
定
地
域
に
係
る
第
一
条
に
規
定
す
る
整
備
の

方
針
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第
六
項
」
を
「
前
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」

を
「
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
六
項
」
を
「
第
六
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
及
び
第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中「（
第
二
十
三
条
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
を
定
め
る
」
を
「
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
市
の
区
域
内
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
の
長
。
以
下
こ
の
条

及
び
次
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
中
「
都
道

府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
を
「
都
道
府
県
知
事
等
」に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条

削
除

第
二
十
六
条
の
見
出
し
を「（
施
行
地
区
）」に
改
め
、
同
条
中
「
、
そ
の
面
積
が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
、
か
つ
」

を
削
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
掲
げ
る
事
項
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
十
六
条
中
「
第
六
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
地
域
伝
統
芸
能
等
を
活
用
し
た
行
事
の
実
施
に
よ
る
観
光
及
び
特
定
地
域
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
）

第
百
四
十
三
条

地
域
伝
統
芸
能
等
を
活
用
し
た
行
事
の
実
施
に
よ
る
観
光
及
び
特
定
地
域
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る

法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
基
本
計
画
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
基
本
計
画
」
に
、「
定
め
る
」
を
「
定
め
る
よ
う
努
め
る
」
に
改
め
、第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
削
り
、

第
五
号
を
第
二
号
と
し
、
第
六
号
を
第
三
号
と
し
、
第
七
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
活
用
行
事
及
び
特
定
事
業
等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
に
協
議
し
よ
う
と
」
を
「
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を

変
更
し
よ
う
と
」
に
改
め
、「
あ
ら
か
じ
め
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
主
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
大
阪
湾
臨
海
地
域
開
発
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
四
条

大
阪
湾
臨
海
地
域
開
発
整
備
法
（
平
成
四
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
並
び
に
当
該
区
域
ご
と
の
整
備
の
方
針
に
関
す

る
事
項
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
四
号

と
し
、
同
項
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
第
二
号
を
削

り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
及
び
第
五
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

４

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
連
整
備
地
域
に
係
る
整
備
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

整
備
等
の
目
標

二

公
共
施
設
、
公
益
的
施
設
、
住
宅
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

三

産
業
構
造
の
高
度
化
に
関
す
る
事
項

四

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
項

五

国
際
交
流
、
教
養
文
化
活
動
等
の
活
動
に
関
す
る
事
項

六

地
価
の
安
定
、
災
害
の
防
止
そ
の
他
関
連
整
備
地
域
の
整
備
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

第
八
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
阪
湾
臨
海
地
域
に
係
る
整
備
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

整
備
等
の
目
標

二

人
口
の
規
模
及
び
土
地
の
利
用
に
関
す
る
事
項

三

開
発
地
区
の
区
域
ご
と
の
整
備
の
方
針
に
関
す
る
事
項

四

産
業
構
造
の
高
度
化
に
関
す
る
事
項

五

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
項

六

国
際
交
流
、
教
養
文
化
活
動
等
の
活
動
に
関
す
る
事
項

七

地
価
の
安
定
、
災
害
の
防
止
そ
の
他
大
阪
湾
臨
海
地
域
の
整
備
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項
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